


平成21年11月（3）�

●日時　11 月15 日（日曜日）�
　開場 9：50 　開演10：10�

●場所　北郷総合交流センター�

●参加団体　ささゆりコーラス・コーラス虹・�
コールチェリーナ・コーラスなんごう�
南郷中・西郷中・北郷中・特別招待　合唱団他�

●主催　美郷町合唱祭実行委員会�

●後援　美郷町教育委員会�

�

　
Ｕ
Ｍ
Ｋ
ス
ー
パ
ー
ニ
ュ
ー
ス
の
天
気

予
報
で
お
な
じ
み
の
瀬
戸
口
隆
気
象

予
報
士
が
田
代
小
学
校
に
理
科
学

習
の
特
別
講
師
と
し
て
来
校
さ
れ
ま

し
た
。�

　
こ
れ
は
県
の
特
別
講
師
派
遣
事
業

に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
、
４
〜
６

年
生
の
児
童
が
天
気
に
つ
い
て
楽
し

く
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
美
郷
町
の
昨
日
の
天
気
や
今
日
の

天
気
予
報
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
に
身

近
な
も
の
を
取
り
上
げ
て
説
明
い
た
だ

き
、
興
味
深
く
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
雨
量
計
を
使
っ
た
実
験
や
竜

巻
の
お
こ
り
方
に
つ
い
て
ド
ラ
イ
ア
イ

ス
を
利
用
し
た
手
作
り
の
実
験
器
具
で

の
実
験
な
ど
、
分
か
り
や
す
く
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。�

�
教
育
委
員
会
　
田
代
小
学
校�

�

�

　第２回目となる合唱祭が行われます。これは、合
唱を通して町の一体感を図ろうと、昨年に引き続き
行われるものです。主催は、町内の合唱愛好者が組
織する実行委員会（会長　坂本恵美子）です。今年は、
北郷区で行われる町民祭と同時に開催します。町内
の中学校３校も参加します。多くの町民の皆さまに、
ご来場いただきますようご案内いたします。�

　
町
で
は
、
今
年
の
12
月
に
設
置
期
限
を
迎
え
る

地
域
自
治
区
を
引
き
続
き
置
く
か
ど
う
か
に
つ
い

て
審
議
す
る
た
め
、
美
郷
町
地
域
自
治
区
検
討
委

員
会（
岡
田
憲
幸
委
員
長
ほ
か
８
人
の
委
員
）を

設
置
し
て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。�

　
審
議
の
過
程
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
自
治
区

に
置
か
れ
た
地
域
協
議
会
の
意
見
も
聴
く
な
ど

し
ま
し
て
、
真
剣
な
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
10
月

７
日
に
開
い
た
委
員
会
会
議
で
次
の
と
お
り
引
き

続
き
地
域
自
治
区
を
置
く
べ
き
だ
と
の
意
見
を
ま

と
め
ま
し
た
。�

◎
一
定
期
間
、地
域
自
治
区
を
引
き
続
き
置
く
。�

◎
一
定
期
間
は
４
年
と
す
る
。�

◎
地
域
自
治
区
で
は
次
の
事
務（
現
在
の
事
務
と

　
同
じ
で
す
。）を
行
う
。�

　
①
地
域
住
民
の
意
見
を
反
映
し
た
、
地
域
の
振

　
　
興
に
関
す
る
こ
と
。�

　
②
地
域
固
有
の
歴
史
及
び
文
化
の
保
存
・
伝
承

　
　
に
関
す
る
こ
と
。�

　
③
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
に
関
す
る
こ
と
。�

　
④
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項
に
関

　
　
す
る
こ
と
。�

◎
地
域
協
議
会
も
同
様
に
置
き
、委
員
数
は
５
人

　
以
上
15
人
以
内（
任
期
は
２
年
）と
す
る
。�

◎
地
域
協
議
会
の
権
限
は
次
の
と
お
り
と
す
る

　（
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。）。�

①
地
域
自
治
区
に
係
る
事
務
や
そ
の
区
域
に
係

　
る
問
題
、
区
域
内
の
住
民
と
の
連
携
・
強
化
に

　
関
す
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、
町
長（
教
育
委
員
会

　
な
ど
を
含
む
）か
ら
諮
問
さ
れ
た
も
の
又
は
必
要

　
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
審
議
し
、
町
長
等
に
意

　
見
具
申
を
行
う
こ
と
。�

②
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
計
画（
新
市
町
村
建
設
計
画
）

　
や
過
疎
地
域
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

　
計
画
で
、
地
域
自
治
区
に
関
係
す
る
も
の
を
決
め

　
る
場
合
、
又
は
変
更
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ

　
め
地
域
協
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。�

③
町
長
等
は
、
①
②
の
意
見
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ

　
る
と
認
め
る
と
き
は
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
。�

＊
現
行
の
規
定
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
自
治
区
を
担

当
す
る
副
町
長
を
３
名
置
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
定
め
は
来
年
３
月
31
日
で
失
効
い
た
し
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
来
年
４
月
以
降
、
副
町
長
は
１
名

と
な
り
ま
す
。�

　�　
な
お
、
検
討
委
員
会
で
は
、
こ
の
結
論
に
対
し
広

く
町
民
の
意
見
を
聴
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
ご
意
見
の
あ
る
方
は
町
報
の「
町
政
提
言
コ

ー
ナ
ー
」に
そ
の
内
容
を
記
入
し
て
、
11
月
20
日（
必

着
）ま
で
に
総
務
課
へ
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。�

　
町
は
、
検
討
委
員
会
の
結
論
と
住
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
参
考
に
し
て
関
係
す
る
条
例
案
を
ま
と
め
、

12
月
開
会
の
町
議
会
へ
提
案
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。�

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
総
合
調
整
危
機
管
理

担
当（
1
66 - 

３
６
０
１
）へ
ど
う
ぞ
。�

�

�
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　美郷町西郷区にあります宮崎県林業技術センターで、「森
とむらのフェスティバル」が開催されます。�
　秋色に染まるセンター内の景色を楽しみながら、試験研
究に関する展示や樹木博士へのチャレンジ、木工・つる細工・
トールペイントなどの各種教室に参加してみませんか？�
　また、うどんやシイタケの試食、木炭の無料配布、ふるさ
と特産品の販売も予定されておりますので、是非、御参加く
ださい。�
�
�日　時：平成２１年１１月１４日（土）　１０：００～１５：００�

場　所：東臼杵郡美郷町西郷区田代�
　　　  宮崎県林業技術センター内�

内　容：（学　ぶ）  試験研究展示、チャレンジ「樹木博士」�
　　　 （楽しむ） 木工教室、つる細工教室、トールペイン
　　　　ト教室、葉脈しおり教室、どんぐり・松ぼっくり自
　　　　由工作、高性能林業機械操作体験、木炭無料配布
　　　　など�
　　　 （味わう） うどん・シイタケ試食、ふるさと特産品
　　　　販売�

連絡先：宮崎県林業技術センター（10982 - 66 - 2888）�

� �

平成21年11月（4）�

平成20年度美郷町財政健全化判断比率を公表します！�
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、自治体の財政の健全度を示す「健

全化判断比率」と公営企業の資金状況を示す「資金不足比率」の公表が義務化されました。�

　美郷町も平成20年度決算による健全化判断比率を監査委員の審査に付し、その意見を付

けて議会に報告しましたので広報紙を通じて町民の皆さんへ公表します。�

　尚、町ホームページでも公表しています。�

�

　
こ
の
比
率
は
法
律（
注
１
）に
よ
っ

て
自
治
体
の
財
政
状
況
を
公
表
す
る

も
の
で
、自
治
体
の
財
政
破
綻
を
未

然
に
防
ぎ
、健
全
財
政
を
堅
持
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
　
　

　
そ
の
た
め
公
表
し
た
比
率
が
早
期

健
全
化
比
率（
基
準
）を
超
え
る
と
自

主
的
な
改
善
努
力
を
促
す
①
早
期

健
全
化
団
体
と
な
り
、
更
に
財
政
再

生
比
率（
基
準
）を
超
え
る
と
②
財
政

再
生
団
体
へ
移
行
し
、
国
等
の
関
与

に
よ
っ
て
確
実
な
財
政
再
建
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
そ
れ
で
は
、
美
郷
町
の
財
政
状
況

を
今
回
の
健
全
化
判
断
比
率
に
よ
っ

て
確
認
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
一
般
会
計
の
赤
字
を
示
す
①
実
質

赤
字
比
率
と
、
全
て
の
会
計
の
赤
字

を
示
す
②
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、

黒
字
で
し
た
。
　�

　
一
般
会
計
等（
公
営
企
業
等
）が
支

払
う
町
債
へ
の
償
還
金
と
町
債
償
還

金
に
準
じ
た
支
出（
債
務
負
担
）の
比

重
を
示
す
③
実
質
公
債
費
比
率
は

20
・
６
％
、
町
債
の
残
高
の
ほ
か
一
般

会
計
等
が
将
来
負
担
す
る
こ
と
と
な

る
実
質
的
な
負
債
を
と
ら
え
た
比
率

④
将
来
負
担
比
率
は
61
・
３
％
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
比
率
は
標
準

財
政
規
模（
注
２
）に
対
す
る
も
の
で
、

③
④
い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
比
率
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　�

　
次
に
、
公
営
企
業
の
事
業
規
模
に

対
す
る
資
金
不
足
額
を
示
す
資
金

不
足
比
率
は
３
つ
の
会
計
と
も
充
た

し
て
い
る
こ
と
か
ら
該
当
無
し
で
し

た
。
　�

�【
健
全
化
を
更
に
推
進
し
ま
す
】�

�

　
こ
の
よ
う
に
美
郷
町
の
各
比
率
は

法
律
の
示
し
た
健
全
化
判
断
比
率

を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
町
財
政

の
状
況
に
つ
い
て
は
健
全
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
し
か
し
な
が
ら
、
実
質
公
債
費
比

率
は
、
県
内
他
団
体
に
比
べ
高
め
で

す
。�

　
こ
れ
は
合
併
以
前
の
借
入
金
の
償

還
額（
３
か
年
平
均
）が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
想
定
し
、
町
で

は
平
成
18
年
度
に
独
自
の
公
債
費
負

担
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
着
実
に

実
践
し
て
い
る
こ
と
か
ら
平
成
20
年

度
末
で
の
一
般
会
計
の
町
債
残
高
は
、

合
併
時
に
比
べ
27�
億
４
，１
５
８
万

３
千
円
改
善（
減
少
）さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
21
年
度
も
20
年
度
に
引

き
続
き
合
併
以
前
に
借
入
し
た
高

金
利
の
旧
村
債
を
借
換
・
繰
上
償
還

す
る
等
、
町
財
政
の
健
全
化
を
一
層

推
進
し
て
い
ま
す
。�

�

（
注
１
）「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

　
　
　
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」平

　
　
　
成
19
年
６
月
公
布�

（
注
２
）地
方
公
共
団
体
の
一
般
財
源

　
　
　（
税
金
等
）の
標
準
規
模
を

　
　
　
示
す
も
の
で
概
ね
町
税
、
地

　
　
　
方
譲
与
税
、
普
通
交
付
税
の

　
　
　
合
計
額
で
す
。
平
成
20
年
度

　
　
　
は
50
億
６
，３
５
３
万
７
千

　
　
　
円
で
す
。�

※
各
比
率
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
、
詳

し
く
お
聞
き
に
な
り
た
い
町
民
の
方

は
、
本
所
財
務
課（
電
話
66 - 

３
６
０

２
）ま
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
下
さ
い
。�

���

　国民の皆様の信頼に応え、一層のサービス向上の実現を目指し、社会保険庁は組織・人員を一新し、「日本年
金機構」として生まれ変わります。�
�
●現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年金事務所」と名称が変わりますが、年金相談などの窓口とし
て引き続きご利用いただけます。�

●日本年金機構の設立に伴い、国民の皆様方に何らかの手続きをしていただくことは一切ございませんので、
ご安心ください。�
�

●お問合せ先　延岡社会保険事務所　1０９８２ - ２１ - ５４２４�



　
県
で
は
、
中
山
間
地
域
で
の
集
落
等
か

ら
の
依
頼
に
応
じ
て「
中
山
間
盛
り
上
げ
隊
」

を
派
遣
し
、
そ
の
集
落
で
実
施
す
る
様
々

な
活
動
を
支
援
す
る
と
い
う
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
事
業
は
、
都
市
と

中
山
間
地
域
と
の
人
的
交
流
を
促
進
す
る

と
い
う
目
的
も
持
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
集
落
、
団
体
な
ど
で
の「
中
山
間
盛
り
上

げ
隊
」の
お
手
伝
い
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。�

�【
内
容
】�

　
隊
員
が
日
帰
り
で
、
集
落
、
団
体
な
ど

が
主
催
す
る
活
動
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。�

【
隊
員
登
録
数
】�

　
県
内
の
都
市
部
の
方
々
１
６
９
名
が
隊

員
登
録
を
し
て
い
ま
す
。�

（
男
性
：
１
１
２
名
　
女
性
57
名
　
平
均

年
齢
41
・
６
歳
）�

【
考
え
ら
れ
る
活
動
】�

　
沿
道
や
広
場
の
草
刈
、
植
栽
、
側
溝
掃
除
、

い
で
掃
除
、
祭
の
手
伝
い
、
等�

※
で
き
れ
ば
作
業
後
の
慰
労
会
に
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
事
で
す
。�

�

　
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
各
支
所
地
域

政
策
課
ま
た
は
本
所
企
画
情
報
課（
６６ - 

３
６
０
３
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

��

【開催日時】�
平成21年11月１５日（日）�
９：00集合～14：00�

【集合場所】�
門川町庵川東公民館（詳細はお問い合わせください）�

【参加料】�
大人１, ５００円　�
小人（小学生以下）５００円�

【申込み・問合先】�
庵川農産物販売所「遠見の里」 �
TEL･FAX (０９８２)63 - ３２３６�

【申込締切】�
11月８日（日）［定員１５０名］�

【主催】�
庵川東･牧山地区農用地利用改善組合�
�
�

町
指
定
文
化
財 (

名
勝)

【
所
在
　
西
郷
区
小
原
】�

大
斗
の
滝
　
昭
和
48
年
６
月
４
日
　
町
指
定�

�

　
大
斗（
お
せ
り
）滝
は
、
国
道
３
２
７
号
線
沿
い
の
小
原
橋

を
過
ぎ(

約
１
０
０
メ
ー
ト
ル)

、
左
折
し
て
約
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
地
点
に
あ
り
、
高
さ
約
70
メ
ー
ト
ル
の
懸
崖
か
ら
３

段
に
落
下
す
る
滝
の
景
観
は
、
ま
さ
に
壮
絶
無
類
の
感
が
あ

り
ま
す
。�

　
多
の
伝
説
を
秘
め
る
こ
の
滝
は
、
両
岸
の
原
生
樹
林
と

調
和
し
、
四
季
の
変
化
に
富
み
、

秀
れ
た
景
観
を
形
成
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
平
成
18
年
に
は
、
そ
れ
ら
伝

説
を
後
世
に
伝
え
る
、「
お
せ
り

の
滝
民
話
伝
承
館
」が
建
設
さ

れ
ま
し
た
。�

�

お
せ
り�

　Ｓマークの店は損害賠償責任保険加入済み。�
　だから万一の事故にもきちんと対応できます。�
Standard  　安心�
　Sマークの店はサービス内容をはっきり掲示。だから

安心できるサービスをお約束します。�

Sanitation  清潔�
　Sマークの店は施設・設備の一定の基準を守って、衛生

管理をきちんと行っています。�

�
�

　厚生労働大臣認可の約款に従って営業すること
を登録した、理容店、美容店、クリーニング店、一
般飲食店でSマークを掲げています。�
�
　詳しくは、（財）宮崎県生活衛生営業指導センター
（10985-25-1466）までお問い合わせください。�
�

　
技
能
・
技
術
を
身
に
つ
け
、
再
就
職
・
転
職
に
向

け
て
頑
張
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。�

　
こ
れ
ま
で
と
違
う
自
分
を
見
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。�

　
御
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 �

    �◎
職
業
訓
練
生
募
集（
離
職
者
対
象
）     �

【
募
集
期
間
】 

平
成
21
年
10
月
30
日(

金)

〜
　
　

　
　
　 

　
　 

平
成
21
年
12
月
１
日(

火)    �

【
応
募
資
格
】 

休
職
中
の
方    �

【
申
込
方
法
】 

最
寄
の
公
共
職
業
安
定
所�

　
　
　
　
　(

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク)    �

【
訓
練
期
間
】 

平
成
22
年
１
月
６
日(

水)

〜�

　
　
　
　
　 

平
成
22
年
６
月
29
日(

火)    �

　
　
　
　
　（
３
か
月
コ
ー
ス
は
、�

　
　
　
　
　 

平
成
22
年
３
月
30
日(

火)

ま
で
）    �

【
募
集
訓
練
科
】 �

　
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科   

18
名 �

　
金
属
加
工
科   

18
名 �

　
電
気
設
備
科   

15
名�

　
福
祉
住
環
境
サ
ー
ビ
ス
科   

33
名�

　
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科�

　(

総
務
・
営
業
事
務
コ
ー
ス)

３
か
月
　
30
名   �

【
問
合
せ
先
】 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
延
岡�

　
訓
練
支
援
係 

1(

０
９
８
２)

37 - 

０
６
７
５   

　
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
ま
せ
ん
か
？�

　
門
川
町
の
遠
見
半
島
を
歩
い
て
、

身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
美
し

い
自
然
や
、
延
岡
・
日
向
を
一
望

で
き
る
絶
景
が
心
を
満
た
し
ま
す
。

今
が
旬
の
牧
山
み
か
ん
狩
り
、
美

味
し
い
農
産
物
を
使
っ
た
昼
食

も
絶
品
で
す
！�

　
コ
ー
ス
は
全
長
10�
km
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
お
楽
し
み
抽
選

会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

�

　借金は誰もが１度は経験したことがあると思います。家や車のロ
ーンだって同じことです。�
　皆さん、「多重債務」をご存知でしょうか？複数の借入先から返済
能力を超えて借金をしている状態をいいます。これは、買い物等の
ショッピングカードに付いているクレジット機能など、ちょっとしたき
っかけや不注意により陥ることが事例としてみられます。�
　「借金問題は必ず解決できる！」専門家の方々が口を揃えて言わ
れる言葉です。専門家に相談すれば、その権利により厳しい取立て
も止まります。月々の取立てで苦しい思いをしながらも返済を続け
ている方の中には、既に返済を終えているにも拘らず、ひたすら返
済を続けている可能性もあります。�
　県弁護士会によって無料相談会（面会）も実施されていますので
ご利用ください。�

  【毎週水・金】１３：３０～１６：３０　※事前予約制�
  （県弁護士会　1０９８５ - ２２ - ２４６６）�

　ここで、皆さんに弁護士へ相談する際に準備しておくことをご紹
介いたします。この準備により、相談の効率がよくなります。�
�
�

　借金問題は恥じることはありません。自
分自身を見つめ直し、一歩踏み出して再
生するきっかけにしましょう！�

平成21年11月（6）�平成21年11月（7）�



　労働保険とは、労災保険と雇用保険を総称した言葉です。�
労災保険は、労働者が業務上または通勤途中で負傷したり、
病気に見舞われたり、あるいは不幸にも死亡された場合に、被
災労働者や遺族を保護するため必要な保険給付等を行うもの
です。�
　雇用保険は、労働者が失業した場合、失業給付を支給して
生活の安定を図るとともに、再就職を促進するため必要な給
付等を行うものです。�
　労働保険は政府が管理、運営している強制的な保険であり、
労働者を１人でも雇っていれば、原則として適用事業となり、
事業主は労働保険に加入しなければなりません。パートタイム労働者についても、一定の要件を満たせば雇用保
険の被保険者となります。�
　厚生労働省では、１１月を「労働保険適用促進月間」と定め、適用促進の広報活動や未手続事業一掃対策として
加入手続指導に取り組んでいます。�
　加入手続は、最寄りの労働基準監督署、またはハローワーク（公共職業安定所）へご相談ください。�
　加入手続等の事務処理が煩わしいとお考えの事業主の方は、厚生労働大臣の認可を受けた中小事業主等の団
体である労働保険事務組合や社会保険労務士に事務処理を委託できる制度もありますので、ご利用ください。�

  宮崎労働局　10985 - 38 - 8822�

�

平成21年11月（8）�平成21年11月（9）�

　
11
月
11
日（
水
）か
ら
17
日（
火
）

ま
で
は「
税
を
考
え
る
週
間
」で
す
。�

　
税
金
は
私
た
ち
国
民
が
健
康
で

豊
か
な
生
活
が
出
来
る
よ
う
に
、

国
や
地
方
公
共
団
体
が
活
動
を
行

う
た
め
の
大
切
な
財
産
で
す
。�

　「
税
を
考
え
る
週
間
」は
、
国
民

生
活
に
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て

い
る
税
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義（
必

要
性
）及
び
役
割（
使
途
）や
税
務

行
政
の
現
状
を
分
か
り
や
す
く
説

明
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
皆
様
に
、

税
の
仕
組
み
や
目
的
を
考
え
、
国

の
基
本
と
な
る
税
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。�

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
へ

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。�

　
延
岡
税
務
署�

　
　
1
０
９
８
２
‐�

　
　
　
　
　
32
‐
３
３
０
１�

　
※
自
動
音
声
案
内�

������

　
各
種
税
証
明
に
関
し
ま
し
て
は

各
支
所
地
域
政
策
課
で
発
行
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。�

　
そ
の
際
、
本
人
確
認
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
本

人
が
確
認
で
き
る
物
を
持
参
く
だ

さ
い
。�

　
ま
た
、
証
明
に
よ
っ
て
は
時
間

が
か
か
る
事
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。�
�������

　
家
屋
を
新
増
築
又
は
取
り
壊
し

た
場
合
、
原
則
本
人
の
届
出
が
必

要
で
す
。�

　
届
出
を
行
な
わ
な
い
で
い
る
と
、

ず
っ
と
税
が
課
税
さ
れ
た
ま
ま
で

い
た
り
、
後
で
ま
と
め
て
税
が
課

税
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

●【
固
定
資
産
税
の
課
税
基
準
日

は
１
月
１
日
と
な
り
ま
す
。】�

　
家
屋
の
状
態
は
基
準
日
で
把
握

し
ま
す
の
で
、
基
準
日
以
前
に
状

態
が
変
わ
っ
た
場
合
は
次
年
度
課

税
か
ら
の
変
更
に
な
り
、
基
準
日

以
後
に
変
わ
っ
た
場
合
は
次
々
年

度
か
ら
の
変
更
と
な
り
ま
す
。�

※
　
例�

①
平
成
21
年
12
月
20
日
に
増
改

　
築
又
は
取
り
壊
し�

　
　
　【
22
年
度
課
税
の
変
更
】�

②
平
成
22
年
１
月
20
日
に
増
改
築

　
又
は
取
り
壊
し�

　
　
　【
23
年
度
課
税
の
変
更
】�

������

　
農
業
所
得
申
告
に
関
し
ま
し
て

は
、
全
て
が
収
支
計
算
で
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。�

　
経
費
を
把
握
し
て
い
な
い
と
申

告
の
と
き
に
不
利
に
な
り
、
国
民

健
康
保
険
税
、
住
民
税
に
影
響
が

出
て
き
ま
す
。�

　
も
う
す
で
に
、
農
業
関
係
の
経

費
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
領
収
書
の
保
管
と
帳
簿
記

載
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。�

��

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
、
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の

増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

�
�　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、
労
働
者

の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済

証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
、

建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い

わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す�

�

加
入
で
き
る
事
業
主
：�

　
　
　
建
設
業
を
営
む
方      �

対
象
と
な
る
労
働
者
：�

　
　
　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人      �

掛
金
：
日
額
３
１
０
円      �

�

★ 

特
　
徴       �

◎
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
し
込
み

　
手
続
き
は
簡
単
で
す
。       �

◎
経
営
事
項
審
査
で
、
加
点
評
価
の
対
象
と

　
な
り
ま
す
。       �

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。       �

◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法 

　
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱

　
わ
れ
、 

税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。      �

◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間

　
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。�

�

★
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
様
へ
の
お
願
い       �

・
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日
　
数

　
に
応
じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
下
さ
い
。       �

・「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を
所
持
し

　
て
い
る
労
働
者
が
、
建
設
業
界
を
引
退

　
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請

　
求
す
る
よ
う
指
導
し
て
下
さ
い
。   �

       �

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ『
建
退
共
』に
、
制
度
説
明

用
動
画
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
建
退
共
制
度
の
知
り

た
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ア

ク
セ
ス
し
て
御
覧
下
さ
い
。�

�

※
詳
し
い
こ
と
は
、建
退
共
宮
崎
支
部
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。    �

       �
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平成21年11月（10）�平成21年11月（11）�

　この健康キャラクターには、これからの
美郷町の健康づくり運動のシンボルとして、
今後活躍していただきます。�

　応募総数１０４点の中から厳正な審査の上、上位６点が決まりました。�
　どの作品も的をついた微笑ましい作品ばかりで、審査員も苦渋の決断をしたところです。�
　みなさん、くすっと笑ってください。�
�

�
�

                      

① 支給額が変わります。�
　４万円引上げ、原則４２万円となります。�
＊産科医療補償制度に加入する病院などにおいて出産した場合に限ります。　それ以外の場合は３９万円となります。�
�
② 支払方法が変わります。（直接支払制度）�
　かかった出産費用に出産育児一時金を充てることができるよう、原則として医療保険者（国保加入の場合は、美
郷町）から出産育児一時金が病院などに直接支払われる仕組みに変わります。�
　今後は原則４２万円の範囲で、まとまった出産費用を事前に用意しなくてもよくなります。�
�
＊出産育児一時金４２万円までが直接支払制度の対象です。�

＊出産費用が４２万円を超える場合は、その差額分は退院時に病院などにお支払いください。また、４２万円未満の場
　合は、その差額分を医療保険者に請求することができます。（国保加入の場合は、美郷町）�

＊出産育児一時金が医療保険者から病院などに直接支払われることを望まれない場合は、出産後に医療保険者か
　ら受取る従来の方法をご利用いただくことも可能です。（国保加入の場合は、美郷町）�
　（ただし、出産費用を退院時に病院などにいったんご自身でお支払いいただくことになります。）�
�
　手続きにつきましては、ご加入の医療保険者の窓口、または出産される病院などにご確認ください。�
�
 【出産育児一時金に関する相談窓口専用】�
　 受付時間　平日９：３０～１８：１５　1０３ - ３５９５ - ２２２４�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�
 ●お問い合わせ先�
　 美郷町役場　本　　所　福祉保健課　1０９８２ - ６６ - ３６０４�
　　　　　　　 南郷支所　福祉保健課　1０９８２ - ５９ - １６０２�
　　　　　　　 西郷支所　福祉保健課　1０９８２ - ６６ - ３６１０�
　　　　　　　 北郷支所　福祉保健課　1０９８２ - ６２ - ６２０２�
�

　
乳
幼
児
突
然
症
候
群（
S
I
D
S
）は
、

そ
れ
ま
で
元
気
だ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、
何
の

前
触
れ
も
な
く
突
然
死
ん
で
し
ま
う
病
気
で

す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
赤
ち
ゃ
ん
が
眠
っ
て
い

る
時
に
起
こ
り
ま
す
。
日
本
で
は
生
ま
れ
た

赤
ち
ゃ
ん
の
2
0
0
0
人
に
1
人
が
乳
幼
児

突
然
症
候
群（
S
I
D
S
）で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
�

�　
完
全
な
予
防
方
法
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
次
の
よ
う
な
育
児
環
境
に
注
意
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
発
症
を
減
ら
す
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
て
い
ま
す
。
�

�・
寝
具
は
硬
い
マ
ッ
ト
を
使
用
し
、あ
お
向
 
�

 
け
寝
で
育
て
ま
し
ょ
う
�

・
妊
婦
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
の
ま
わ
り
で
は
 
 
 
 
 

　
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
�

・
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
ま
し
ょ
う
。

　
ミ
ル
ク
で
育
て
る
場
合
も
、
で
き
る
だ

　
け
抱
っ
こ
し
て
ミ
ル
ク
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
�

�

ダ
イ
エ
ッ
ト
　
決
め
た
そ
の
日
が
　
明
日
と
な
り�

西
郷
区
　
K
i
t
t
y
 
ち
ゃ
ん
　
様�

バ
イ
キ
ン
グ
　
や
め
て
出
か
け
る
　
ハ
イ
キ
ン
グ�

千
葉
県
　
香
山
嵐
　
様�

肝
臓
も
　
た
ま
に
は
欲
し
い
　
夏
休
み�

北
郷
区
　
飲
み
人
し
ら
ず
　
様�

た
ば
こ
や
め
　
娘
の
距
離
が
　
近
づ
い
た�

大
阪
市
　
日
野
江
美
　
様�

適
正
と
　
言
わ
れ
た
数
値
　
心
地
よ
し�

南
郷
区
　
た
か
と
も
あ
き
　
様�

体
質
と
　
笑
っ
て
い
ら
れ
る
　
今
が
華�

北
郷
区
　
お
や
く
し
さ
ん
　
様�

　
去
る
平
成
21
年
10
月
２
日（
金
）に
、
日
向
市
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
に
て
、「
第
49
回
宮
崎
県
精
神
保
健
福
祉
大
会
」

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
そ
の
中
で
、
現
在
、
南
郷
区「
福
祉
工
房
ゆ
め
た
ま
ご
」の

指
導
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
高
木
里
美
さ
ん
が
、
精

神
保
健
福
祉
事
業
功
労
者
と
し
て
、
県
知
事
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。�

　
高
木
さ
ん
は
、
平
成
15
年
７
月
か
ら
南
郷
村
役
場
保
健

福
祉
課
に
臨
時
職
員
と
し
て
勤
務
し
、
管
理
栄
養
士
と
し

て
栄
養
業
務
を
行
う
傍
ら
、
精
神
障
が
い
者
の
デ
イ
ケ
ア

事
業
に
も
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
元
の
精
神
障

が
い
者
家
族
会
に
働
き
か
け
、
平
成
15
年
10
月
に
、
精
神

障
害
者
小
規
模
作
業
所「
福
祉
工
房
ゆ
め
た
ま
ご
」の
設
立

に
貢
献
し
ま
し
た
。
以
降
、
指
導
員
と
し
て
、
通
所
者
の
作

業
の
指
導
は
も
と
よ
り
運
営
全
般
に
お
い
て
中
心
的
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。�

　
高
木
さ
ん
の
朗
ら
か
な
人
柄
と
優
れ
た
行
動
力
は
、
通

所
者
は
も
と
よ
り
家
族
や
地
域
住
民
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、

地
域
の
精
神
障
が
い
者
の
活
動
の
場
も
徐
々
に
広
が
っ
て
い

る
状
況
で
す
。�

�



平成21年11月（12）�平成21年11月（13）�

�

　新型及び季節性インフルエンザは主に、感染者の咳やくしゃみの飛沫に含まれるウイルスを吸いこむことで感染
します。感染が疑われるときは、徹底してマスクを着用し、他人にうつさない気遣いを心がけましょう。こうした一人
ひとりのマナーが、感染拡大を防止する最大のカギになります。�

◎ 感染防止再確認！！�
１． 石けんを使った手洗い・・・石鹸を使って、１５秒以上、念入りに。�
２． アルコール消毒・・・手洗いに代えて、速乾性のアルコール消毒薬も有効。�
３． マスクの選び方・・・マスクは不織布（ふしょくふ）製のものを選ぶ。�
４． マスクの付け方・・・なるべく顔に密着させる。�
５． マスクの外し方・・・マスクの表面にさわらないように注意する。�

◎ 地域内で流行したら？？�
１．不要不急の外出を避ける。どうしても外出しなければならないときは、マスクをいつでも付けられるように
　 して出かける。�
　※不織布性マスクは、使い捨てマスクです。毎日取り換える。�
２．外出しなければならないときは・・・人との狭い間隔での接触を減らす。�
　 対人距離を１～２ｍ以上あける。�
３． 人ごみに近づかない。　　４． 日々、体調を確認する。　　５． こまめに手洗い、うがいを行う。�

◎ 新型インフルエンザワクチンの接種については、詳細が決まり次第別途チラシ等でお知らせ致しますので、
ご注意ください。�
　�

�



平成21年11月（14）�平成21年11月（15）�

　10月10日（土）、11日（土）の２日間、グリーントップ日向店駐
車場において、南郷区地産地消活性化協議会による『新米
フェア』が開催されました。�
　両日とも晴天にも恵まれ、多くの方に来場して頂きました。�
　新米で作ったおにぎりの試食や特価での販売、特産マイ
タケのバター炒めの試食＆販売、また、宮崎県米消費拡大
推進協議会から提供して頂いた米粉を使用した試食用のお
菓子（クッキーやケーキ）を作成し、米消費拡大についての
普及啓発活動も同時に行い好評を得ていました。�
�

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
真
っ
只
中
の
10
月
11
日（
日
）、
南
郷

区
運
動
公
園
に
お
い
て
南
郷
区
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ「
み

ん
な
で
交
流
！！
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。�

　
60
歳
以
上
・
59
歳
以
下
・
小
中
学
生
の
三
世
代
５
人

で
編
成
さ
れ
た
36
チ
ー
ム
が
参
加
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
が
ま
っ
た
く
初
め
て
の
競
技
初
心
者
か
ら
、ベ
テ
ラ
ン

ま
で
混
じ
っ
た
今
大
会
は
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
に
も

熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
競
技
終
了
後
に
は「
W
i
i
及
び
W
i
i
フ

ィ
ッ
ト
」な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
を
開
催
！
会
場
は
お

お
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。�

�

　「交通安全　ゆずる優しさ　待つゆとり」をス
ローガンに、また高齢者の交通事故防止を運動
の基本として、「秋の全国交通安全運動」が実施
されました。期間中、各公民館・婦人会等でも早
朝の街頭啓発やのぼり旗設置等をおこなってい
ただきましたが、交通安全協会南郷支部役員が
参加し、９月２４日に街頭キャンペーンをおこない
ました。�
　キャンペーンではシートベルト着用や、飲酒
運転の根絶等をドライバーに呼びかけました。�
　交通安全は、一人一人の心がけが大切です。
日頃から交通ルール・マナーを守りましょう。�
�
�

　第４回美郷町総合町民祭が今年も開催されます。昨年までで各区持ち回りでの開催が一段落したため、今年は原
点を見直す意味から各区での開催となりました。南郷区では以下のとおりの日程及び行事で開催します。�
�

　●期　日：平成２１年１１月２２日（日）雨天決行�
　●時　間：９時～１８時�
　●主会場：南郷支所及び多目的研修センター�
�
　●主な行事予定�
　　○南郷区秋の収穫祭�
　　○健康福祉展�
　　○農林業振興大会�
　　○美郷うまいもん市�
　　○児童・生徒作品展、一般作品展�
�
　●協賛行事�
　　○南郷区文化協会発表会�
　　○フリーマーケット�
　　○後期体力づくり大会�
　　○宮崎牛、地頭鶏販売�
　　○のど自慢大会�
　　○鹿肉を使った創作料理試食会�
�
�　南郷区秋の収穫祭では、出品された生産物（葉菜、根菜、果樹等）を展示し即売しますが、各部門毎にコンクール（品
評会）を実施し、表彰をおこないます。�
　コンクールの部門と品名等については上表のとおりです。�

 　　　　　　　　　　　　　　�

　
美
郷
町
は「
百
済
」が
縁
で
築
い
て

き
た
両
国
の
美
と
食
が
つ
な
ぐ
絆
の
お

も
て
な
し
交
流
事
業
を
展
開
す
る
た

め「
百
済
の
里
　
美
と
食
の
祭
典
」と

銘
打
っ
て
国
際
交
流
20
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
致
し
ま
す
。
鐘
や
太
鼓
を

使
い
舞
い
踊
る
韓
国
の
伝
統
芸
能「
サ

ム
ル
ノ
リ
」の
本
場
プ
ロ
チ
ー
ム
に
よ
る

披
露
や「
神
門
神
楽
」、「
渡
川
神
楽
」、

地
元
民
謡「
ひ
え
ち
ぎ
り
唄
」の
ス
テ
ー

ジ
な
ど
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
満
載
。
ま

た
、
発
汗
作
用
が
あ
り
新
陳
代
謝
を

活
発
に
す
る
韓
国
料
理「
キ
ム
チ
鍋
」と
、

滋
養
強
壮
や
美
肌
効
果
を
高
め
る
町

の
郷
土
料
理「
ス
ッ
ポ
ン
鍋
」を
合
わ
せ

た「
美
人
鍋
」の
無
料
振
る
舞
い
も
。
先

着
１
０
０
０
食
と
な
っ
て
い
る
の
で
お

早
目
に
。
広
場
で
は
特
産
品
販
売
も
行

わ
れ
ま
す
。�

�

●
期
　
日
：
11
月
14
日（
土
）�

●
場
　
所
：
百
済
の
館
、西
の
正
倉
院�

●
主
　
催
：
美
郷
町�

�

●収穫祭への出品に�
　ついての問い合わせ先� 南郷支所産業振興課　1５９ - １６０３�



�

�

平成21年11月（16）�平成21年11月（17）�

　９月２５日に御田の里学園学園生は、
県農業大学校（高鍋町）と九州電力小丸
川発電所（木城町）を視察しました。�
　農業大学校では広大な敷地をバスで
回り、一つひとつのハウスを担当学生が
管理していることを知りました。また懐か
しい農機具等の展示を見て昔話が盛り
上がりました。�
　発電所は地下四百メートルの位置に
あり、規模の大きさに驚きました。完成
すれば、緊急時に４台全ての発電機を稼
動させると、県内全世帯の使用電力をま
かなえるだけの発電が出来るそうです。�
�

　
郷
土
の
歌
人
、
小
野
葉
桜
を
広
く
永
く
顕
彰
す

る
と
と
も
に
、
地
域
教
育
と
文
化
の
向
上
を
目
的
に
、

第
21
回
葉
桜
ま
つ
り（
葉
桜
短
歌
賞
表
彰
式
）を
行

い
ま
す
。
当
日
は
、
歌
人
の
伊
藤
一
彦
先
生
を
お
迎

え
し
て
、
選
評
及
び
小
野
葉
桜
に
つ
い
て
の
記
念
講

演
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
日
程
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。�

�【
期
　
日
】　
平
成
21
年
11
月
３
日（
火
曜
日
）�

【
会
　
場
】　�

　
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
セ
ン
タ
ー
歌
碑
前
・
大
集
会
室�

【
時
　
間
】　�

　
午
前
９
時
30
分
　
歌
碑
ま
つ
り�

　
午
前
10
時
10
分
　
葉
桜
コ
ン
サ
ー
ト�

　
　
　
　
　
　
　
　
第
21
回
葉
桜
短
歌
賞
表
彰
式�

　
午
前
10
時
30
分
　
選
評
及
び
講
演�

　
　
　
　
　
　
　
　（
伊
藤
一
彦
先
生
）�

�

お
子
さ
ん
の
笑
顔
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。�

【
応
募
・
問
合
せ
】　
地
域
政
策
課
1
66 - 

３
６
０
９�

�

保
護
者
か
ら�

　
お
姉
ち
ゃ
ん
、
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
、
元
気
に

大
き
く
な
っ
て
ね
。
オ
ー
レ
　
夢
生
!!��

�

保
健
師
か
ら�

　
赤
ち
ゃ
ん
は
家
族
が
風
邪
を
ひ
い
た
り
し
て
、
う

つ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
で
す
。
皆
さ
ん
手
洗
い
・

う
が
い
な
ど
の
感
染
予
防
を
し
っ
か
り
行
っ
て
く
だ

さ
い
ね
。�
��

ヘルメットを着用し発電所見学�

�

ハート�

カ　メ�

ケーキ�

お　城�

　
ど
き
・
土
器
探
検
隊
は
、
９
月

12
日
に
日
向
市
伊
勢
ヶ
浜
の
砂

浜
で
砂
の
ア
ー
ト
に
挑
戦
し
ま

し
た
。�

　
４
班
に
分
か
れ
て
ス
コ
ッ
プ
と

バ
ケ
ツ
を
上
手
に
使
い
カ
メ
や

お
城
を
形
づ
く
り
ま
し
た
。
作

り
始
め
て
し
ば
ら
く
す
る
と
波

が
満
ち
て
き
た
の
で
、
慌
て
て
完

成
さ
せ
ま
し
た
。�

��

　
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時

交
付
金
事
業(

観
光
施
設
活
性
化

事
業)

で
行
っ
て
き
た
、
石
峠
レ
イ

ク
ラ
ン
ド
の
コ
テ
ー
ジ
デ
ッ
キ(
10

棟)

の
改
修
工
事
が
終
了
し
ま
し
た
。�

　
今
回
の
改
修
に
よ
り
、
石
峠
ダ

ム
湖
を
臨
む
各
コ
テ
ー
ジ
の
屋
外

デ
ッ
キ
が
、
室
内
の
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
感
覚
の
人
工
木
デ
ッ
キ
と
な
り
、

全
体
が
よ
り
開
放
感
あ
ふ
れ
る
コ

テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
1
・
2
・
6
・
7
号
棟(

車

椅
子
対
応)

以
外
は
、
全
棟
が
人

気
の
畳
敷
き
の
和
室
に
改
修
さ
れ
、

さ
ら
に
ご
利
用
い
た
だ
き
や
す
く

な
り
ま
し
た
。�

　
お
得
な
鍋
プ
ラ
ン
と
あ
わ
せ
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

�

　９月のお彼岸時期、西郷区
花水流地区では「彼岸花」が
満開となりました。�
　この彼岸花は、花水流農用
地管理組合が景観作物とし
て８年前に球根を植えたのが
始めで、毎年区民総出で草
刈等管理をしています。�
　満開時期には車を停めて観賞する人、カメラに収める人など、
多くの方の目を楽しませてくれます。�
　今年は「手作り」にこだわり、秋分の日には、地元の方々が作った
「彼岸だんご」を訪れた方々に振る舞いました。また、この日の夕方
に開催した観賞会では、廃油を使用した手作りの竹灯篭２４０本に
灯りをともし、彼岸版の赤、稲穂の黄金、そして竹灯篭の灯りとい
う幻想的な風景の中で、手作りのイノシシ鍋などを食しながら地区
内外の方 と々楽しい時間を過ごしました。�
　他にも、彼岸花を被写体とした「写真コンテスト」も実施しました。�
　来年も満開になるよう管理しますので、みなさん見に来てください。�
�

詳細は石峠レイクランドへお問い合わせください。　10982 - 68 - 2222�
�

葉
桜
ま
つ
り�

�



平成21年11月（18）�平成21年11月（19）�

　９月２８日、第４回の長寿学園「星のふるさと学園（佐藤源三郎学級長）」
が行われました。今回は北郷区において、諸塚村「これから学園」と椎
葉村「花の人サークル」の皆さんとの交流会です。諸塚村からは、13名。
椎葉村からは14名。北郷区からは14名の総勢41名の学園生がこの交
流会に参加しました。この３地区での交流会は、長年に渡って行われて
おり、１年に１度皆さんとの久々の再会をする場です。�
　懐かしの再会を終えるとグラウンドゴルフに向けて精一杯体を伸ばし、
日差しの強い中ホールインワンを目指して懸命に競技しました。今回の
ゲームの中でホールインワンを出した方は４名、不慣れな場所での活
躍に皆さん大満足のようでした。�
　午後からは、北郷区についての勉強会。宇納間の火伏地蔵など２本
のビデオ鑑賞をした後、宇納間地蔵尊365段の石段登りに挑戦しました。
「足がパンパンになった。」とのコメントが多数聞かれ、会話も非常に弾
んでいるようでした。楽しい思い出と北郷自慢の「ふたたび団子」をお
土産に今回の交流会も盛会のうちに終了となり、来年の椎葉村での再
会を約束しました。�
�

　北郷区内の某所でパパイヤの実
がなっているのを発見しました。�
　パパイヤと言えば、南国の果物
というイメージがあったため、まさ
か北郷で育つとは思っていなかっ
たので大変驚きました。育てていら
っしゃる方の愛情の賜物（たまもの）
でしょうね。�
　普段は果物として販売されてい
るものをよく見かけますが、タイや
フィリピンなどでは未完熟の青いパ
パイヤを野菜として食べる習慣が
あり、サラダや炒め物にするのだ
そうです。青いパパイヤのサラダ
はクセや苦味がなくおいしいもの
でした。（９月中旬撮影）�
�

　平成21年度北郷区野球リーグ戦が８
月３日から９月15日まで開催され、いず
れも劣らぬ熱戦が繰り広げられました。�
　リーグ戦は６チームで行い、秋盛フロ
ンティアが３勝２分と安定した力で見事
熱戦を制し、リーグ戦５連覇を果たしま
した。�
　リーグ戦の結果および個人賞は次の
とおりです。�
�
�

　
９
月
25
日
、
秋
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
細
宇
納
間
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
愛
好
家
17
チ
ー
ム
１
１
７
人
が
参

加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
日

頃
か
ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
ば
か
り
で
す
が
、
こ
の

日
は
優
勝
を
目
指
し
て
な
ご
や
か
な

中
に
も
ゲ
ー
ト
を
狙
い
す
ま
し
、
好
ゲ

ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。�

　
結
果
は
、
優
勝
が
坂
元
Ａ
、
準
優
勝

が
黒
木
、
３
位
に
小
原
Ａ
が
入
賞
し
ま

し
た
。�

�

　
９
月
11
日
、
手
づ
く
り
屋
北
の
郷
に

お
い
て
黒
木
小
学
校
の
児
童
が
豆
腐
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
、
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
Ｊ
Ａ

青
年
部
と
女
性
部
、
生
活
指
導
員
の
方
々

が
豆
腐
作
り
の
指
導
に
あ
た
ら
れ
、
子

ど
も
た
ち
は
初
め
て
の
豆
腐
作
り
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
。
北
郷
産
の
大
豆
を「
豆
乳
」と

「
お
か
ら
」に
分
け
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、

豆
乳
を
煮
て「
に
が
り
」を
加
え
る
と
少

し
ず
つ
固
ま
っ
て
い
く
姿
に
子
ど
も
た
ち

は
驚
き
な
が
ら
も
楽
し
そ
う
に
し
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
型
枠
に
流
し
入
れ
て

重
石
を
乗
せ
る
こ
と
約
５
分
、
見
事
に

豆
腐
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
豆
腐

の
お
味
は
…「
美
味
し
い
！！
」「
味
が
甘
い

で
す
。
」と
自
分
た
ち
の
作
っ
た
豆
腐
に

大
満
足
。
ま
た
、
豆
乳
も
北
郷
の
大
地

で
育
っ
た
大
豆
本
来
の
味
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
、
お
か
ら
も
女
性
部
の
方
が

卯
の
花
い
た
め
に
し
て
お
土
産
に
持
た

せ
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
豆
腐
作
り
に
つ
い
て
は
、「
豆
腐
が
こ

ん
な
ふ
う
に
で
き
る
こ
と
を
初
め
て
知

り
ま
し
た
。
思
っ
た
よ
り
も
難
し
く
て
大

変
で
し
た
。
」と
の
こ
と
。
豆
腐
作
り
を

通
し
て
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
山
口
ア
キ
ノ
さ

ん
は「
食
の
安
心
と
安
全
は
、
地
元
で
育

っ
た
も
の
を
食
べ
る
の
が
一
番
で
す
。
」と

話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。�

（
平
成
20
年
度
北
郷
区
大
豆
生
産
量
、

5.7
㌧
。美
郷
町
調
べ
、
Ｊ
Ａ
取
扱
い
）�

�

　
９
月
20
日
、
北
郷
中
学
校
に
お
い
て

北
郷
幼
稚
園
、
北
郷
小
学
校
お
よ
び

北
郷
中
学
校
の
合
同
に
よ
る
運
動
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
で
４
回
目
と
な
る
合
同
運
動
会
。

当
日
は
さ
わ
や
か
な
好
天
に
恵
ま
れ
、

新
学
期
を
迎
え
練
習
を
積
み
重
ね
て

き
た
子
ど
も
た
ち
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。

ま
た
、
振
り
付
け
や
音
楽
を
自
分
た

ち
で
考
え
た
創
作
ダ
ン
ス
や
白
熱
し

た
団
技
な
ど
、
応
援
に
駆
け
つ
け
た
保

護
者
や
地
元
の
方
た
ち
に
も
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。�

　
卒
業
を
半
年
後
に
控
え
た
中
学
３

年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
運
動
会
。
勝

っ
て
も
負
け
て
も
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

の「
仲
間
と
の
夢
」と
し
て
思
い
出
に
残

る
運
動
会
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。�

�
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